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	豊西中だより
	６月号 吹田市立豊津西中学校 令和８年６月１日
	5/14（木）生徒総会
	過程を大切にする学び
	校長　　福田　佑樹
	　新緑のまぶしい季節から、徐々に夏の気配を感じる頃となりました。５月には、早くも３０度を超える日が数日ありましたが、お子様の体調はいかがでしょうか。新年度が始まって２か月が経過し、心身ともに疲れが出やすい時期です。子どもたちの体調管理に、ご留意いただきますようお願いいたします。 　さて、先日の全校集会では、「結果よりも過程を大切にする」ということについて、生徒たちに話をしました。先月の集会では、松井秀喜さんの「プロセス思考」を題材に、「自分の成長のために意識を自分自身に向けること」の大切さを伝えましたが、今月はさらに一歩踏み込み、「どんなことでも、結果以上に過程が重要である」という点に焦点を当てました。 　思春期にある中学生にとって、本当に大切なのは、今すぐに結果を出すことではなく、「正しい努力の仕方を学ぶ」ことです。これは学習面においても、学校生活全般においても同様です。例えば、中間テストの結果に一喜一憂するのではなく、テストに向けてどのように準備したのか、自分の強みや課題は何か、どのような学び方が自分に合っているのかを振り返ることが、次の成長につながります。 　また、クラブ活動や習い事においても、勝敗や結果だけにとらわれるのではなく、その過程で自分がどれだけ真摯に取り組むことができたかが重要です。たとえ思うような結果が得られなかったとしても、自分なりに最善を尽くしたと感じられる経験は、必ず次への糧となります。本校では、生徒一人ひとりの努力の過程に目を向け、その頑張りを認め、励ましていきたいと考えております。 　今月は、３年生の修学旅行、１・２年生の校外学習と、大きな行事が予定されています。仲間と共に学校を離れて活動する貴重な機会です。楽しい思い出をつくることはもちろんですが、集団生活の中での責任や協力、公共の場でのマナーなど、多くのことを学ぶ機会でもあります。これらの経験もまた、生徒たちの大切な「過程」であり、成長につながるものと期待しております。 　これから迎える梅雨の時期は、体調を崩しやすく、気分も沈みがちになりますが、６月を乗り越えれば夏休みも見えてまいります。保護者のみなさんと連携しながら、生徒たちが充実した日々を送り、確かな成長を実感できるよう、引き続き温かいご支援とご協力をお願い申し上げます。
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